
優良工事の講評内容について 

 

１ 工 事 名 15号排水橋修繕工事 

 

２ 請負業者名 千歳建設株式会社  

 

３ 請 負 金 額 （当初）43,285,000円（最終）48,191,000円 

 

４ 工   期 令和３年11月４日から令和４年３月31日まで 

 

５ 評   定 合計評定点82点 

 

６ 工事の講評 

  上記工事は、北海道建設部土木工事共通仕様書に定める施工管理において、

同種同規模工事と比較して優秀であり、施工管理、安全対策、対外関係、品

質管理等を総評し、優良工事であると認める。 

 

（１）施工状況について 

 

ア 施工管理 

工事内容は、主に、近年の実績が無い旧橋撤去及びボックスカルバー

ト設置であったが、受注者は、自主的に社内検査体制を万全とするとと

もに、社内検査項目を多く設定していたほか、市の監督員が現場を確認

する機会を確保していたことから、特殊な現場施工であったにも関わら

ず、品質を十分に確保して工事を完了させた。 

また、ボックスカルバート内の埋戻しは土の予定であったところ、重

機による作業とした場合、作業空間が狭く、効率が悪いことから、重機

作業が不要であるコンクリート打設により、作業日数の縮減に努めた。 

 

イ 安全対策 

自主的に災害防止協議会等を設置して安全管理に努めたほか、店社パ

トロール、作業員への安全教育等を実施し、安全対策を徹底していた。 

 

ウ 対外関係 

    近隣の住民へ個別に工事工程を説明するとともに、工事の予告及び迂

回路を表示した看板を設置するなど、地元対策を実施した。 



 （２）出来形及び出来ばえについて 

 

ア 品質 

     試験等の品質の規格値を全て満足するほか、各種試験の資料が的確

に整理されていた。 

 

   イ 出来ばえ 

    舗装及びコンクリート構造物の仕上げが良く、補修箇所が無かった。

また、端部処理なども適切であり、全体的な美観が良かった。 



資料写真１　　　「施工関係の工夫」

資料写真２　　　「安全対策に関する工夫」

函渠内埋戻し作業をコンクリート打設に変更

災害防止協議会

作業員への安全教育

店社パトロール



資料写真３　　　「地域とのコミュニケーション」

工事案内文書の配布及び個別説明

工事看板及び迂回路看板の設置


